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２歳児は自我が芽生える素晴らしい時期です。 

しかし、社会生活を送るには全て思い通りにはならないため、気持ちを切り替えて

いくことも身に付ける必要があります。 

『自分で～』『自分が～』と言い出す２歳児は、目の前のものしか見えていません。 

わがままを言うことは自我がしっかり育っているということです。 

聞いてもよい要求は認めてあげて子どもの気持ちを満たし、達成感や安心感が持てるように

するのが大切です。 

社会に認められない要求は、その時に言い聞かせ、具体的に教えなければなりません。 

お友達を突きとばす、おやつの時間でないのにおやつを食べるなど、社会生活で困ることは 

一つ一つ教えて、①のルートを育てていきます。 

人に言われたことや周囲の状況を読み取る基本的な認識形成は

４歳までにほぼ完成します。 

認識形成（考える脳）を育てるには 
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「欲しいけど 

ダメなんだ」 

●「お約束よね」 

●「今日は買わないと決めた日

だから、買わないよ」 

「今日は、約束だから

がまんするんだ」 

「ヤッタ～！ 

言うとおりになった！」 

「言い出したら聞かないか

ら、なだめるのも大変。も

う、買ってあげるわ！」 

●「約束が守れて、えらいね」 

 

おかしを見て 

「買ってぇ～」と 

泣き叫ぶ 
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どちらのルートも、繰り返しの体験

によって太くなります。 

考える脳「前頭葉」を通らないと 

②のルートが育ってしまいます。 


